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実践事例２ 部活の指導体制と行事の見直しで執務時間を

確保 【日立市立台原中学校】
□実践のためのポイント

■ 部活動の質を確保しつつ，負担軽減で生徒と向き合う時間を作り出す
・「水曜を副顧問の日」・「木曜を正顧問の日」とし，
空いた時間を生徒と向き合う時間（教材研究やノ
ート指導等）に！
・生徒主体の練習メニューを考え，「副顧問の日」
の負担感を和らげる
■ 当たり前を見直すことで教育活動の充実と

負担軽減
・体育祭を４月に実施→２学期に研修時間（20時

間）を集中的に確保
（授業の共同立案，研究協議を集中実施
⇒ 若手のＯＪＴに効果絶大）

・行事の実施計画の改善
→教員も生徒も時間と作業の効率化を実現
（計画書に負担軽減コーナーを設置し効率的
な運営を常に意識）

生徒と向き合う時間

７５分／週
【勤務時間中に確保】

平成2４年度モデル校

・テスト採点や教材研究の
時間が確保できた。

・生徒と二者面談する時間
がとれてよかった。

・目に見える形にしたことで効
率化を意識できた。
・前例踏襲がなくなった。

・一体感があり，改善の努力
が報われてやる気が出た。
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■諸会議の効率的運営①〔時間の効率的運用：放課後に会議を持たない〕
・定時開催，定時終了〔１回の会議は原則１時間，開始・終了時刻・協議時間は事
前に設定〕
・継続的に行う会議，重要な会議の定例化
〔運営委員会：1時間目⇒主任会で調整：2時間目，教育相談部会，生徒指導部会
の週時程への位置づけ〕

■諸会議の効率的運営②〔人材育成と機能的集団づくり〕
・省令主任，副主任，学年中堅職員を各種会議の中核に

〔ミドルリーダーとしての自覚＆人材育成に⇒参画意識の高揚に
⇒生徒の活動に反映〕

・ミドルリーダーから各学年へ
〔組織としての共通理解・共通実践に〕

・会議後のまとめはその日の内に，が基本
〔全職員が素早く情報を共有〕

実践事例３ 多忙感の解消を図るための学校運営の推進

【美浦村立美浦中学校】 平成２５年度モデル校

□実践のためのポイント

会議への負担感 52％⇒8％
職員会議所要時間 －99分
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◆これまでの取組の成果から

・会議の効率化・・・・・・・⑰
・部活動運営の見直し・ ⑭
・校務の情報化・・・・・・・⑭
・教職員の意識改革・・・⑥
・地域との連携・協働・・ ⑥
・校務マニュアル作成・・⑤
・環境の整備・・・・・・・ ・ ⑤
・教員の分掌見直し・・・ ④
・定時退勤日の実施・・・③
・日課の工夫・・・・・・・・・③
・チームを生かした

取組の工夫②
・学校行事の見直し・・・・②
・事務機能の強化・・・・・ ②
・ミドルリーダーの育成・ ①

軽量化・効率化
～成果を量で示す～

■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■
■■■■■■
■■■■■
■■■■■
■■■■
■■■
■■■

■■
■■
■■
■
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義務教育課内の組織再編の中で
（平成２６年度）

市町村教育推進室
（学校運営支援担当）

・市町村合併
・学校統廃合
・業務改善

・コミュニティ・スクール
・学校事務の共同実施

・学校評価

人事担当グループ
（学校マネジメント担当）

・業務改善
・コミュニティ・スクール
・学校事務の共同実施

・学校評価
・人事評価（教職員）
・学校マネジメント研修
・事務職員の人事と研修



仕事の内容 仕事の割合
(選択度）

負担感
（選択度）

充実感
(選択度）

教材研究 ２６ ０ ４８
担当の校務
分掌

２０ １ ２２

保護者対応 ４ １９ ２
部活動(休日） １５ ２４ １７
部活動(平日） ２０ ８ １７

◆これまでの取組の課題から
（１）「負担」と「負担感」（モデル校の実践から）
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「負担」と「負担感」

～モデル校による選択度調査～

第１グループ １つ=３点

第２グループ ２つ=２点

第３グループ ３つ=１点



仕事の内容 仕事の割合
(選択度）

負担感
（選択度）

充実感
(選択度）

教材研究 ２６ ０ ４８
担当の校務
分掌

２０ １ ２２

保護者対応 ４ １９ ２
部活動(休日） １５ ２４ １７
部活動(平日） ２０ ８ １７

◆これまでの取組の課題から
（１）「負担」と「負担感」（モデル校の実践から）



【会議の効率化に対する認識】

＊ ２０歳代と５０歳代の職員構成の学校マネジメント

・職員会議は，「時間短縮」という発想ではなく

「意思形成の場」としての位置づけが必要
・会議運営の在り方

若手…力をつけていくための会議

ベテラン…若手を育てる場

◆これまでの取組の課題から
（２）効率化に対する認識

ＯＪＴ
研修



Ⅲ 学校マネジメント力の強化による学校改善
～自律的・組織的な学校運営体制の構築～

＜問題（例）＞

・ＩＣＴが苦手

～負担感・ストレス～

＜課題＞

・取組の重点化

・外部人材活用の手
続きと費用

・取り組むこと自体に
抵抗感

・取組のプロセス

・どうマネジメントし
て取り組んだか

◆マネジメントプロセスの重視

人
費用

時間
情報

チームもの
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< 学 校 マ ネ ジ メ ン ト 構 想 図 >



研究課題
「Ａ 学校評価の充実・強化に向けた実践研究」

○ 校務の効率化に係る取組

教職員の意識改革と勤務意欲の向上を図る
学校組織マネジメント
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１ 基本的な考え方

○ 本校の課題（昨年度の反省より）
・個業型の教職員集団
・生徒指導にかかる時間
・生徒，保護者，教職員の意識のずれ

徒労感

徒労感から達成感・充実感へ



２ 本年度の取り組み
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学校評価の分析（課題を探る）

重点目標の設定（絞り込み）

学校課題の共有化（意思の一致）

教職員の力を結集（協働体制確立）

課題解決・取組（達成感）


